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解説

★★★ （1）

★★★ （2）

★★★ （3）

★★★ （4）

★★★ （5） 冬に影響を与える気団はAシベリア気団である。

★★ （6） 日本付近の高気圧は偏西風の影響で西から東へと移動する。

★★★ （7） 夏を迎える前、Bオホーツク気団と勢力がほぼつり合っている気団はD小笠原気団である。

解説

★★★★ （1） 天気図をみるときは、前線の動き＋α気圧の配置を参考に日付を考えるとア、エ、ウ、イの順となる。

★★★★ （2） 天気は偏西風の影響で西から東に移動するものが多い。

★★★★ （3） ア小笠原気団は夏に代表する気団、イ夏は南東の風がふく、エ冬はシベリア気団が影響するので誤り。

★★★ （4） 停滞前線ができる原因となる気団はオホーツク気団と小笠原気団である。

★★ （5） 夏の季節のときの季節風の風向はウ南東である。冬の季節風の風向はイ北西である。

解説

★★ （1） 表1から温まりやすく、冷めやすいものを砂、温まりにくく、冷めにくいものを水とするとよい。

★★ （2）

★★★★★ （3）

Aの空気は冷やされ冷たく、Bの空気はAよりも暖かいことがわかる。冷たい空気Aは暖かい空気Bより
も密度が大きいので、AはBの下に潜り込む。

陸は海に比べて温まりやすく、冷めやすい。実験のAを陸とすることから、陸が海よりも冷えている夜
（ウorエ）となる。また、風は高気圧→低気圧に向かって吹く。空気は暖かいとき上昇し、冷たいとき下
降する。このことから、陸と海では陸の方が冷たいので、下降気流が生じ、気圧は高くなるの、陸風が
吹く。

右の表を確認！

日本の冬の気圧配置の典型が西高東低である。

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

4.日本の気象

単元4 気象のしくみと天気の変化

1

気団名 性質 発達する季節

A　シベリア気団 寒冷・乾燥 冬

B　オホーツク気団 低温・湿潤 初夏・秋

C　揚子江気団 温暖・乾燥 春・秋

D　小笠原気団 高温・湿潤 夏
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30分
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記号

D 梅雨前線

前線名
（7）

（2） （3）

西高東低 冬 A

（6）

西から東

A B

シベリア気団 オホーツク海気団

C D

揚子江気団 小笠原気団

（3） （5）

小笠原気団 オホーツク海気団

（4）

（1）

エ、ウ、イ

（2）

低気圧は偏西風の影響で西から東に移動するものが多いから。
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